
                                   

 

柏 財 財 第 ９ ０ ０ 号  

令 和 ４ 年 １ １ 月 ３ ０ 日  

 

 部 ・ 局 長 各 位  

                     市    長  

    

    

   令 和 ５ 年 度 予 算 編 成 方 針 に つ い て （ 通 知 ）  

 

 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 長 期 化 や 世 界 的 な 原 油 価 格 ・ 物 価

高 騰 の 影 響 等 ， 不 確 実 性 が 高 ま る 社 会 情 勢 に お い て ， 市 民 の 命 と

暮 ら し を 守 り ， 将 来 に わ た っ て 持 続 可 能 な 都 市 で あ り 続 け る た め ，

「 柏 市 」 の 魅 力 や 活 力 を 向 上 さ せ る 施 策 を 推 進 す る こ と が 重 要 と

な る 。  

 こ の た め ， 令 和 ５ 年 度 の 予 算 編 成 に あ た っ て は ， 取 り 組 む べ き

課 題 の 優 先 順 位 を 厳 格 に 見 極 め ， 既 存 事 業 の 廃 止 や 見 直 し ， 財 源

創 出 の 工 夫 の 徹 底 等 ， 歳 出 削 減 と 歳 入 確 保 の 両 面 か ら 確 固 た る 財

政 基 盤 を 堅 持 し つ つ ， 新 た な 時 代 に 即 し た 政 策 の 実 現 に 取 り 組 む

も の と す る 。  

 

１  財 政 見 通 し  

 令 和 ３ 年 度 決 算 に お い て は ， 普 通 交 付 税 や 地 方 消 費 税 交 付 金 が

増 加 し た も の の ， 令 和 ２ 年 度 決 算 ま で ８ 年 連 続 で 増 収 が 続 い た 市

税 収 入 は 微 減 と な っ た ほ か ， 扶 助 費 等 の 社 会 保 障 関 係 経 費 等 ， 義

務 的 経 費 は 前 年 度 比 １ ２ ． ４ ％ の 増 と な っ た こ と か ら ， 依 然 と し

て 財 政 の 硬 直 化 が 高 い 水 準 で 推 移 し て い る 。  

 ま た ， 令 和 ５ 年 度 の 財 政 見 通 し で は ， 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染

症 の 再 拡 大 や 原 油 価 格 ・ 物 価 高 騰 の 影 響 に よ り 市 税 を は じ め と し

た 本 市 の 歳 入 に 及 ぼ す 影 響 は 依 然 と し て 不 透 明 で あ り ， 一 般 財 源

全 体 で は 大 き な 伸 び は 期 待 で き な い 。 一 方 ， 歳 出 に お い て は ， 社

会 保 障 関 係 経 費 の 増 加 等 は も と よ り ， 感 染 症 対 策 や 原 油 ・ 物 価 高

騰 へ の 対 応 の ほ か ， 後 述 す る 重 点 分 野 等 ， 時 勢 に 応 じ た 財 政 需 要

に も 柔 軟 に 対 応 す る 必 要 が あ る こ と か ら ， 例 年 以 上 の 収 支 不 足 が



                                   

 

見 込 ま れ る 。  

 

■ 財 政 推 計 の 状 況  

歳 入                （ 単 位 ： 百 万 円 ・ ％ ）  

区 分  R4 予 算 額  
R5 予 算 額 （ 財 政 推 計 値 ）  

金 額  増 減 率  

市 税  68,627 70,400 2.6 

譲 与 税 ・ 交 付 金  11,955 12,793 7.0 

地 方 交 付 税  3,220 2,320 △ 28.0 

国 ・ 県 支 出 金  41,746 42,297 1.3 

市 債  9,495 7,641 △ 19.5 

そ の 他  13,427 11,438 △ 14.8 

計  148,470 146,889 △ 1.1 

歳 出  

区 分  R4 予 算 額  
R5 予 算 額 （ 財 政 推 計 値 ）  

金 額  増 減 率  

人 件 費  26,724 26,042 △ 2.6 

扶 助 費  43,074 43,939 2.0 

公 債 費  9,376 9,733 3.8 

普 通 建 設 事 業 費 等  14,865 15,250 2.6 

そ の 他  54,431 55,995 2.9 

計  148,470 150,959 1.7 

 

収 支  0 △ 4,070 - 

 

２  予 算 編 成 の 基 本 的 な 考 え 方  

  令 和 ５ 年 度 予 算 編 成 に あ た っ て は ， 次 に 掲 げ る 項 目 を 「 重 点 分

野 」 と し ，「 選 択 と 集 中 」 に よ り 必 要 な 政 策 の 実 現 を 図 る 。  

 (1) 子 育 て し や す い “ ま ち ” 柏 の 実 現  

 安 心 し て こ ど も を 生 み 育 て る こ と が で き る 環 境 の 一 層 の 充

実 を 図 る た め ， さ ら な る 施 設 整 備 を 進 め る と と も に ， 保 育 の

質 の 確 保 と 向 上 ， 子 育 て 世 代 の 多 様 な ニ ー ズ に 応 え る 支 援 体

制 の 構 築 ， 全 て の こ ど も の 健 や か な 成 長 に 資 す る 取 組 を 積 極

的 に 進 め る 。  

(2) 誰 も が い き い き と 学 べ る 環 境 の 構 築  



                                   

 

  切 れ 目 の な い 教 育 を 推 進 す る た め ， 学 校 に お け る 教 育 相 談 体

制 や 生 徒 指 導 体 制 の 充 実 ， 全 て の 児 童 生 徒 の 学 ぶ 機 会 の 保 障 と

居 場 所 確 保 を 積 極 的 に 進 め る ほ か ， 生 涯 に わ た っ て 学 ぶ 喜 び を

感 じ ， 心 を 豊 か に で き る 環 境 整 備 を 図 る 。  

(3) 健 康 寿 命 の 延 伸 に 向 け た 予 防 ・ 健 康 づ く り  

  ウ ィ ズ コ ロ ナ 下 に お い て ， 市 民 が 健 康 で 安 心 し て 暮 ら せ る ま

ち の 実 現 を 目 指 し ，「 健 康 危 機 管 理 」 へ の 取 組 強 化 の ほ か ， こ

ど も か ら 高 齢 者 ま で 誰 ひ と り 取 り 残 さ ぬ よ う ， き め 細 や か な 支

援 体 制 の 構 築 や 健 康 寿 命 の 延 伸 に 向 け た 高 齢 者 保 健 事 業 と 介 護

予 防 の 一 体 的 実 施 を 推 し 進 め る 。  

(4) 交 流 人 口 の 拡 大 に 向 け た ま ち の 魅 力 の 向 上  

  都 市 と 自 然 が 調 和 し ， 魅 力 的 な 持 続 可 能 な ま ち の 実 現 の た め ，

点 在 す る 地 域 資 源 の 積 極 的 な 活 用 に 向 け ， 柏 駅 を は じ め と し た

交 通 拠 点 の 魅 力 向 上 ， 観 光 ・ 交 流 拠 点 の 整 備 及 び 連 携 な ど ， 戦

略 的 な 取 組 を 進 め る 。 さ ら に ， そ の 取 組 や 地 域 の 魅 力 を 市 内 外

に 情 報 発 信 し ， 好 感 度 を 高 め る 「 地 域 ブ ラ ン デ ィ ン グ 」 に よ り ，

交 流 人 口 や 定 住 人 口 の 増 加 を 促 進 す る 。  

(5) ス タ ー ト ア ッ プ ・ 創 業 支 援 に よ る 地 域 活 力 の 向 上  

    ア フ タ ー コ ロ ナ を 見 据 え ， 社 会 構 造 の 変 容 に 対 応 し た 新 た な

事 業 展 開 や 技 術 開 発 等 に 挑 戦 す る 創 業 者 に 対 す る 創 業 関 連 経 費

の 支 援 ， 相 談 窓 口 や 各 種 支 援 機 関 と の 連 携 支 援 に よ り ， 民 間 投

資 を 促 進 し ， 市 内 経 済 の 活 性 化 を 加 速 さ せ る 。  

(6) カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル に 向 け た 脱 炭 素 地 域 づ く り  

  近 年 の 頻 発 化 ・ 激 甚 化 す る 気 候 変 動 の 状 況 に 鑑 み ， 二 酸 化 炭

素 排 出 量 の 抑 制 に 向 け ， 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 利 用 促 進 と 徹 底

し た 省 エ ネ 化 な ど ，「 創 エ ネ ・ 省 エ ネ ・ 蓄 エ ネ 」 に 資 す る 事 業

に 率 先 し て 取 り 組 み ， エ ネ ル ギ ー の 「 市 産 市 消 」 を 目 指 す 。  

(7) 自 治 体 Ｄ Ｘ を 加 速 さ せ る 体 制 づ く り  

社 会 環 境 や 生 活 基 盤 の 変 容 に 柔 軟 に 対 応 す る た め ， 行 政 手 続

や 防 災 ・ 減 災 対 策 ， テ レ ワ ー ク の 推 進 等 ， 様 々 な 分 野 で デ ジ タ

ル 技 術 の 活 用 や 業 務 改 革 ・ 効 率 化 に よ る 新 た な 人 的 資 源 や 時 間

の 創 出 に よ り ， 一 層 の 行 政 サ ー ビ ス の 向 上 ， 市 民 の 安 心 ・ 安 全

な 生 活 の 確 保 を 図 る 。  


